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会社概要　　　

　沿革　

　　環境方針及び実施体制図　

　　　活動への取組　

　　　　これまでの取組実績と今年度環境目標　

エコアクションカレンダー

　主な取組

　　環境活動の取組計画と評価

　　　環境関連法規等の違反・訴訟の有無

　　　　代表者による全体の評価と見直し結果

　　　次年度の目標

株式会社坂口製作所　環境活動レポート



　リサイクル性に優れ、美麗な外観と高い耐食性を備えたアルミ、ステンレス。

私たちの仕事は、これらアルミ、ステンレスに様々な加工を施すことで命を吹

き込み、製品として世の中に送り出すことです。

　例えば、線路の横に設置された右の写真

のような箱をご覧になったことはありませ

んか?こういった箱のうち、アルミ製のも

のは実はほとんどが弊社の製品です。

　また、N700新幹線にも弊社の製品が搭

載されていますし、製薬・食品メーカーの

ラインでも和歌山工場で作った部品が活躍

しています。変わったところでは選挙の投

票箱なんかも作っています。

　左の写真は弊社の生産拠点で

ある和歌山工場です。紀伊山地

のど真ん中、高野山の麓にある

有田川町清水という小さな町に

あります。ご覧のとおり周囲を

山に囲まれた緑豊かな環境で、

日々ものづくりに取り組んでい

ます。

　要するに私たちは何でも屋。何でも屋ということは、「何でも作れる何でも作れる何でも作れる何でも作れる」とい

うこと。そう言い切れるのは、確かな技術の裏付け確かな技術の裏付け確かな技術の裏付け確かな技術の裏付けがあるからです。

～ものづくりのプロ集団～

－ 1 －

会社の概要

私たちは、株式会社坂口製作所です！



　一般に難しい技術とされるアルミの溶接。坂口が最も得意としているのが、まさに

このアルミ溶接です。この分野では国内トップクラスと自負しています。

　和歌山工場にはアル

ミの溶接資格保有者が

多数在籍しています。

中には全国競技会優勝

者や「現代の名工」に

選ばれた社員も！

　板金加工分野でも最新鋭の設備を完備、一流の腕を持った技能者が多数在籍してい

ます。私たちは「ものづくりのプロ集団ものづくりのプロ集団ものづくりのプロ集団ものづくりのプロ集団」として、微力ながら国内の工業用各種アル

ミ・ステンレス製品製造の一翼を担っているのです。

　板金加工の技能を競う

コンクールでも上位入賞

を果たしています。写真

はアマダ優秀板金製品技

能フェアで銀賞に選ばれ

た作品と表彰式の様子。

　私たちは、アルミ・ステンレス製品を広く世の中に提供するアルミ・ステンレス製品を広く世の中に提供するアルミ・ステンレス製品を広く世の中に提供するアルミ・ステンレス製品を広く世の中に提供する

ことで、安心・安全で持続可能な社会を実現することで、安心・安全で持続可能な社会を実現することで、安心・安全で持続可能な社会を実現することで、安心・安全で持続可能な社会を実現することを自らの

使命と捉えています。最近は、マグネシウム合金の溶接マグネシウム合金の溶接マグネシウム合金の溶接マグネシウム合金の溶接にも挑

戦中。実用合金中最も軽量なマグネシウムの実用化が進めば、

省エネルギー化、低炭素社会の実現がさらに一歩進むはず。私

たちの仕事が、多少なりとも世界の環境問題解決の一助になる

とするなら、これに勝る幸せはありません。

▲Ｍｇ合金の溶接サンプル

名称：

代表者：

所在地：

事業内容：

主要製品：

事業規模：

事業年度：

株式会社坂口製作所（http://www.sakaguchi-ss.co.jp/）

坂口　清信

本社　　　　〒557-0054　大阪市西成区千本中2丁目4番14号

和歌山工場　〒643-0521　和歌山県有田郡有田川町清水877-1

工業用各種アルミ・ステンレス製品の設計、製造、加工及び販売

鉄道車輛部品、信号器具箱、工業用各種トレー、空調関連機器等

製品出荷額　10億円／年

　従業員数　本社10名、工場75名　

延べ床面積　本社553ｍ

2

　工場11,200ｍ

2

10月～9月

－ ２ －



沿革

－ ３ －

・エコアクション２１の認定を取得する。

　　認証・登録番号：０００７４４５

平成２３年

(２０１１年)

・安全優良事業場賞を受賞する。平成２４年

(２０１２年)

・軽金属溶接構造物製造工場認定（ＬＷＳ Ａ ７８０２）Ｍ級を取得。

　

平成２０年

(２００８年)

・本社社屋を新築、移転する。平成１９年

(２００７年)

・クリーンルーム機器の製造を開始する。平成６年

(１９９４年)

・核燃料輸送容器の製造を開始する。平成５年

(１９９３年)

・溶接工場が完成、創業４０周年記念事業を行う。

・のぞみ車両向け筐体の製造を開始する。

平成３年

(１９９１年)

・建設資材の製造を開始する。平成２年

(１９９０年)

・株式会社に組織変更。昭和６１年

(１９８６年)

・新工場完成。

・従来の工場は経営多角化のため、三菱電機和歌山工場のクーラー部品

　製造工場となる。

昭和５５年

(１９８０年)

・清水町（現有田川町）より誘致企業第一号の指定を受け工場用地の売

　り渡しを受ける。

昭和５４年

(１９７９年)

・ＮＣ機械を導入する。昭和５２年

(１９７７年)

・工場を建設、捺染枠の専門工場として操業を開始。昭和４８年

(１９７３年)

・和歌山工場を増設。

・三菱電機より漢字プリンター外装および部品、ユニチカ、日本エステ

　ルよりエアーボックス、吹き出し装置、カーボンダンプ、ローリー

（１４Ｋ）等、大型製品の製造を開始する。

昭和４５年

(１９７０年)

・和歌山工場を建設。

・従来の板金製品に加えて製缶製品の製造を開始する。

昭和４２年

(１９６７年)

・個人営業を開始する。

・日軽アルミ大阪工場の下請け工場として紡績用のアルミニウム製水気

　籠、木管箱等、アルミ製品の製造を中心に営業を行う。

昭和２６年

(１９５１年)



～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～～未来のこどもたちのために～

環境方針

環境活動の実施体制図

　株式会社坂口製作所は、紀伊山地の中央に位置する有田川町清水に生産拠点を

構え、緑と有田川の清流に囲まれて日々生産活動を展開しています。地域社会と

共生し、社業を発展させていく上で、この美しい自然を守ることは当社の社会的

義務であり、またそのことが、引いては地球全体の環境保全にも寄与するものと

考えます。

　そこで当社は、具体的に以下の項目について全社員で取組んでまいります。

　　　①環境関連法規制や当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　　　②電力・化石燃料使用量の低減を通じて二酸化炭素排出量の削減を

　　　　進めます。

　　　③一般および産業廃棄物の削減を進めます。

　　　④排水量の削減を進めます。

　　　⑤地域ボランティア活動への協力を通じて、地域社会とともに環境

　　　　保全に取組みます。

　　　⑥グリーン調達を計画的に進めます。

　　　⑦化学物質については法令を遵守し、適正に管理します。

　　　⑧エコ関連商品の開発・製造・拡販を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：平成22年11月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　坂口製作所　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役

代表者

坂 口 清 信

福 本 芳 雄

環境管理

責任者

平 林 新 一

坂 口 美 貴本社

和歌山工場

環境事務局

資材外注部･総務部

下 垣 彰 伸

板金機械部

高 橋 孝 吉

組立製缶部

道 上 文 良 二 澤 伸 好

品質保証室 本社

坂 口 美 貴 各 リーダー

QCサークル

＜推進委員＞

－ ４ －



～「環境に優しいものづくり」を目指して～

二酸化炭素排出量の削減

○電力の削減

○化石燃料の削減

　　ガソリンの使用量削減

　　灯油の使用量削減

　　軽油の使用量削減

未来の

こどもたち

のために

環境活動への取組

産業廃棄物の削減

○一般廃棄物の削減

　　ダンボールの排出量削減

　　可燃ごみの排出量削減

○産業廃棄物の削減

　　混合廃棄物の排出量削減

　　廃プラスチックの排出量削減

製品への環境配慮の推進

○グリーン購入比率の向上

○梱包資材の購入量削減

排水量の削減

○水道使用量の削減

化学物質の削減

○化学物質の購入量削減

※マグネシウム合金の溶接技術確立

金属スクラップの有効利用

○アルミニウム・ステンレスの

　スクラップ排出量削減

※剰余材の有効活用

－ ５ －

　私たちが目指すのは「環境にやさしいものづくり」。その実現に向け、下記項目

について目標を設定し、活動を展開しています。



これまでの取組実績と今年度環境目標

１．事業年度：１０月１日 ～ 翌年９月３０日

２．評価方法：今年度（平成25年度）は、平成２３年度を基準年度とする３ヵ年計画の２年目

　　　　　　　に当たります。受注生産による仕事量変動の影響を抑えるため、売上により変

　　　　　　　動する項目は、売上百万円での原単位、売上に依存しない項目は絶対値でそれ

　　　　　　　ぞれ評価します。 なお、CO
２
排出量と基準年度比で、軽油は年度途中で管理項

　　　　　　　目に追加したため前年度比で評価します。

３．CO
２
排出係数：購入電力のCO

２
排出係数は０．４５０（kg- CO

２
／kWh）を採用してい

　　　　　　　　　ます。

４．自主管理項目：一般廃棄物のダンボール及び金属スクラップは、有価物として排出してい

　　　　　　　　　ますが排出量が大きいため自主的に管理項目として取上げています。

－ 6 －

平成２３年度

（基準年度）

平成24年度

（前年度）

平成２５年度

（今年度）

＜目標＞

（基準年度比）

752.60

（94％）

—

—

1.87

（83％）

1.97

（97％）

30,802

（79％）

1.02

（94％）

1.65

（89％）

0.30

（97％）

13,346

（81％）

—

—

21,295

（93％）

—

—

2,707

（85％）

2,885

（97％）

55％以上

を堅持

kg 2,944 3,774

425,252

グリーン購入比率の

向上

％ 46 53

3,185

二酸化炭素排出量 kg-CO
2 457,540

2,740

可燃ごみ

軽油 Ｌ 未集計 1,728

灯油 Ｌ 22,898 21,522

化学物質の購入量の

削減

kg/百万円 0.31 0.69

絶

対

値

で

評

価

化石燃料

の削減

ガソリン Ｌ

一般廃棄

物の削減

ダンボール kg

16,476 14,979

水道使用量の削減 m

3

/百万円 1.08 1.03

梱包資材の購入量の

削減

kg/百万円 1.85 1.72

産業廃棄物

（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ）の削減

kg/百万円 2.03 2.33

金属ｽｸﾗｯﾌﾟの削減 cm

3

/百万円 38,989 32,803

385 446.69

産業廃棄物

（混合廃棄物）の削減

kg/百万円 2.25 1.98

実績値 実績値

売

上

百

万

円

で

の

原

単

位

で

評

価

電力の削減 kWh/百万円 800.64 786.29

二酸化炭素排出量 kg-CO
2
/百万円

項　目

年　度



平成２５年度 エコアクションカレンダー

　今年度の活動を時系列でまとめてみました。表中には地域貢献活動も併記していま

す。なお和歌山工場では、毎月の活動結果を集計した管理項目グラフを回覧・掲示し

て情報の共有化を図っています。また地球温暖化防止月間など環境にちなんだ月には、

事務局が独自の啓発ポスターを作成・掲示するなど、環境意識の向上に努めています。

平成２５年

平成２６年

１０月　３日

エコアクション活動掲示板更新

「１０月は３Ｒ推進月間です」

１０月３１日 平成２４年度環境活動レポート完成

１１月　９日

第２３回ＱＣサークル活動発表会を和

歌山工場内で開催。発表会終了後平成

２４年度のエコアクション活動結果報

告と平成２５年度の活動計画報告会を

実施した

１１月２８日

和歌山工場に献血車が来場。従業員が

献血に協力

①和歌山工場にて緊急地震速報機器の

緊急地震速報を活用した避難訓練を実

施した

②和歌山県高等学校教員研究会工業部

会所属の機械課系の先生方２４名が和

歌山工場に来社され見学会を実施した

①平成２５年度の管理項目グラフ回覧

開始（１１月分より）

②ストーブ啓発ポスターを場内に掲示

１２月　３日

１２月１９日

　１月　６日

ＱＣリーダー会において、事務局が

５Ｓ（３Ｓ）活動の推進を図る

　１月１４日

エコアクション活動掲示板更新

｢地球温暖化防止のための国民運動｣

　１月３０日 １２月分の管理項目グラフ回覧開始

　２月２４日 １月分の管理項目グラフ回覧開始

－ 7 －



①和歌山工場で活躍していた2tトラッ

クを平成27年度燃費基準達成車に新規

購入した

②和歌山工場製缶事務所のエアコンを

グリーン購入法調達基準適合商品に新

規購入しました

　３月１３日

エコアクション活動掲示板更新

「平成２５年度近隣騒音防止ポスター」

　３月２９日

廃棄物として排出していた廃プラス

チックが有価物として業者に回収され

ることになりました

　４月　２日 新入社員教育実施

　４月　４日 ２月分の管理項目グラフ回覧開始

　４月２８日

紀の国わかやま国体マスコット「きい

ちゃん」のSUSレーザー加工を和歌山

県内の工業高校より受注する

　４月３０日 ３月分の管理項目グラフ回覧開始

　５月１０日

第２４回QCサークル活動発表会を、地

域にあるしみず会館で開催。発表会終

了後、平成２５年度上期のエコアク

ション活動結果報告と下期の活動予定

の報告会を実施した

　５月１3日

地域の中学校の生徒８名と先生３名が

来社。生徒さんからの質問に工場長が

対応した

①エコアクション活動掲示板の改善 

②４月分の管理項目グラフ回覧開始 

　６月　５日

エコアクション活動掲示板更新

｢環境月間ポスター｣

　６月１９日

緊急事態の試行・訓練について地域消

防署に相談を持ちかけた

　６月２３日

エコアクション活動掲示板更新

「クールビズ・スーパークールビズ

　スタート｣

　６月２４日 ５月分の管理項目グラフ回覧開始

　７月２９日

エコアクション活動掲示板更新

｢熱中症予防強化月間ポスター｣

　７月３０日 ６月分の管理項目グラフ回覧開始

　８月　７日 グリーンカーテン栽培中 

　８月１２日 本社周辺の清掃実施 

　８月　　日 新入社員教育実施

　８月２９日 地域の中学生の職業体験実施

　９月　３日

エコアクション活動掲示板更新

①「オゾン層を守ろう」

②｢オゾン層保護対策推進月間ポスター｣

　９月　５日 ７月分の管理項目グラフ回覧開始

　９月　７日 普通救命講習参加

　９月３０日 ７月分の管理項目グラフ回覧開始

　２月２４日

　５月２７日

－ 8 －



主な取組内容

循環型社会の実現に向けて 未来のこどもたちのために・・・

剰余材の有効活用 Mg合金の溶接加工

保護ﾃｰﾌﾟの資源化達成

低炭素社会の実現に向けて

小さなことからコツコツと！

循環型社会の実現に向けて

　私たちはものづくりの会社です。その

強みを生かし、自分たちが使う工場の備

品についてはできるだけ自分たちで製作

するようにしています。材料は基本的に

は本来の生産活動で生じた残材や剰余材。

これにより金属スクラップの発生量低減

を目指しています。

　実用合金中最も軽いマグネシウムの実

用化が進めば、さらなる低炭素社会の実

現がぐっと近づきます。私たちは社外機

関とも連携しつつ、同合金の実用化に不

可欠な溶接技術の確立に取り組んでいま

す。

←自社で製

作した発生

する切り子

の回収ﾎﾞｯｸｽ。

ﾉｺ切断後の

清掃が楽に

なり、見栄

えもよくな

りました。

　お金のない中小企業には、高額な設備

投資は難しい。だからこそ知恵を絞り、

自分たちでもできる小さな改善を、コツ

コツ積上げる活動を展開しました。工場

内照明の間引き点灯や、夏場のグリーン

カーテンの設置などは、既に定着してい

ます。

　過去の活動で最も頭を悩ませてきたの

が、板材表面に貼り付ける保護ﾃｰﾌﾟの処

理です。お客様の要求品質のレベルアッ

プに伴い、排出量も増加傾向にあったの

ですが、本年度より有価物として引き取っ

ていただけることに、産業廃棄物の大幅

な削減が達成できました。

保護ﾃｰﾌﾟの資源化達成

Mg合金の溶接加工剰余材の有効活用

－ 9 －

今年度、大きな成果のあった活動をﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟして紹介します。



環境活動の取組計画と評価

電力の削減

・西日対策による夏季冷房温度

　の抑制

・空調温度の最適化推進

・エリア別証明点灯及び場内証

　明の間引き点灯

・未使用ＰＣの電源オフ徹底

・リピート品の作業方法改善に

　よる工数削減

・残業時間の圧縮

・不良低減による無駄作業の削

　減

取組計画 達成状況

単位

基準年度比

評価

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

794,875

747,182

741,441

kWh
９４％

９３．３%

目標未達成。　　　　　　

絶対値でみた場合、今期は

左記取組効果が現れ基準年

度より６.７％削減出来た

ものの、原単位評価では売

り上げ低迷が響き目標未達

成。次年度は売り上げアッ

プはもちろんだが、残業作

業の見直し、場内照明のＬ

ＥＤ化も併せて検討したい。

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

800.64

752.60

834.00

kWh／百万円

９４％

１０４．２%

化石燃料の削減

・エコドライブの推進

・外出時、可能な範囲での乗合

　せ推進

・公共交通機関の利用推進

・石油ストーブの使用基準徹底

※今年度途中に活動項目を見直

　し軽油を追加。今期は次年度

　の削減目標を策定するために

　実績を把握した

ガソリン　

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

16,476

13,346

11,470

Ｌ

８１％

８５．９%

軽油　　　

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

1,728

—

3,171

Ｌ

—

１８３．５%

灯油　　　

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

22,898

21,295

23,201

Ｌ

９３％

１０１．３%

目標未達成。　　　　　　

ガソリン使用量は基準年度

より着実に減少しているが

目標には届かなかった。灯

油、軽油は使用量が増加す

る結果に。灯油の使用量増

加の原因は、残業･休日出

勤が増加した２･３月が例

年になく厳冬だったことが

考えられる。また、軽油の

使用量増加は、客先への納

品等、社用車トラックの使

用機会が拡大したことが考

えられる。

二酸化炭素排出量の

削減

・電力の削減

・化石燃料の削減

＜絶対値＞

基準年度

昨年度

実績

457,540

425,251

426,416

Kg-CO２

—

９３．２%

＜原単位＞

基準年度

昨年度

実績

３８５

４４７

４８０

Kg-CO２　

　　／百万円

—

１２４．７%

二酸化炭素排出量は、絶対

値、原単位とも基準年度比

較で評価する。絶対値評価

では電力の削減、化石燃料

の削減の各取組の効果が表

れ基準年度を下回ることが

出来た。しかしながら、原

単位評価では、売り上げ低

迷が響き基準年度を上回る

結果となった。

一般廃棄物の削減

・分別回収の徹底

・１枚ベスト運動の推進

・LANの有効利用による紙文書

　の削減

・３Rの推進

・ダンボールの再利用の推進

ダンボール

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

3,185

2,707

4,450

kg

８５％

１３９．７%

目標未達成。　　　　　　

ダンボールは、長期保管し

て傷んだパッキンケースを

まとめて廃棄したことが響

き、基準年度よりも大幅に

増加した。　　　　　　　

可燃ごみも基準年度よりも

増加してしまった。原因を

明らかにして、次年度の対

策を検討する。

可燃ごみ　

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

2,944

2,856

3,016

kg

９７％

１０２．６%

－ １０ －



産業廃棄物の削減

●混合廃棄物の削減

・３Rの推進

・分別の徹底

・サンダーディスクの長寿命化

●廃プラスチックの削減

・保護テープ以外の傷防止等に

　よる使用量削減　　　　　

・傷防止策の構築

混合廃棄物

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

1,750

1,453

1,590

kg

８３％

９０．９%

混合廃棄物の絶対値での排

出量は、取組効果も現れエ

コアクション活動開始以来

最小を記録したものの、売

り上げの低迷が響き目標未

達成となった。　　　　　

一方、廃プラスチックの絶

対値での排出量は、３月以

降有価物として引取っても

らえることになり資源化す

ることが可能になり、今期

は有価物として７５１kgが

回収された。エコアクショ

ン活動開始以来最小の排出

量を記録した。原単位評価

でも目標達成

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

2.25

1.87

2.16

kg/百万円

８３％

９６%

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

2,010

1,950

1,484

kg

９７％

７３．８%

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

2.03

1.97

1.67

kg/百万円

９７％

８２．３%

金属スクラップの有効

利用

・素材の歩留り向上

・加工ミスによる素材損出の削

　減　

・材質別分別回収の徹底による

　スクラップ価値の向上

・残材の有効利用によるスクラ

　ップ発生量の低減

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

38,620

30,510

29,670

cm
３

７９％

７６．８%

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

38,989

30,802

33,362

cm
３

７９％

８５．６%

目標未達成。

絶対値での排出量は、基準

年度よりも削減することが

出来たものの、売り上げの

低迷が響き原単位評価では

目標未達成となった。次年

度も、加工ミスや不良の低

減による無駄なスクラップ

発生の抑制に引続き注力す

る。

水道使用量の削減

・節水の呼びかけ

・洗浄工程の見直し、ルール化

　による使用量削減　

・雨水貯水タンクの増設と有効

　利用

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

949

892

842

m
３

９４％

８８．７%

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

1.08

1.02

1.07

m
3

/百万円

９４％

９９．１%

目標未達成。

絶対値での使用量は節水及

び洗浄工程で可能な範囲で

雨水を利用するなど効果が

現れ、エコアクション活動

開始以来最小を記録したも

のの、売り上げの低迷が響

き目標未達成となった。

環境配慮資材の購入

・グリーン購入比率の向上

・グリーン対応商品の周知　

・環境ラベルの周知

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

949

892

842

m
３

９４％

８８．７%

目標達成。　　　　　　　

今年度は、基準年度よりも

向上する結果となった。Ｑ

Ｃサークル活動でもテーマ

として活動しているサーク

ルがあった。また、環境関

連設備として社用車の２ｔ

トラックを平成２７年度燃

費基準達成車に買い替え、

和歌山工場製缶事務所内の

エアコンを、グリーン購入

法調達基準適合商品に買い

替えた。

－ １１ －



梱包資材の購入量削減

・外注先搬送時での通い台車の

　利用促進

・梱包の簡素化による使用量低

　減

・梱包資材のリユース推進

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

1,836

1,634

2,019

kg

８９％

１１０．０%

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

1.85

1.65

2.27

kg/百万円

８９％

１２２．７%

目標未達成。　　　　　　

今年度の絶対値での購入量

は基準年度より増加する結

果に。原因として、客先の

外観要求レベルが厳しくな

ったこともあり製品の出荷

時に多量の気泡入り緩衝材

が必要となった。原単位評

価でも基準年度より増加す

る結果となった。次年度は

梱包資材のリユース、過剰

梱包を見直す。

化学物質の購入量削減

・代替剤の使用量拡大

・化学物質の適正管理

・化学物質を大量使用する場合

　の使用ルール決定

※弊社で使用している化学物質

　は油脂洗浄剤に含まれている

　トルエンです

＜絶対値＞

基準年度

目標

実績

303

294

385

kg

９７％

１１０．０%

＜原単位＞

基準年度

目標

実績

0.20

0.19

0.44

kg/百万円

９７％

２２０．０%

目標未達成。　　　　　　

今年度は受注した仕事内容

により油脂洗浄剤を多量に

購入したため基準年度より

増加した。また、代替剤の

使用量拡大も予想より反映

できなかった。原単位評価

でも目標未達成となった。

次年度は、代替剤への切り

替えを積極的に推進する。

－ １２ －



環境関連法規の取りまとめ

代表者による全体の評価と見直し

　環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘及び

近隣住民からの苦情は過去３年間ありません。

　今期は売上が落ちたこともあって、売上原単位で評価した多くの項目が

目標未達成に終ってしまいました。しかしながら絶対量評価では、逆に多

くの項目で改善が見られます。特に長らく懸案だった保護テープの資源化

を達成できたことは、今期活動の大きな成果であったと思います。

　一方で、絶対量評価で基準年度より悪化した項目があるのも事実です。

段ボールごみの増大については、長年保管していて傷んでしまったものを

大量に廃棄したことが原因です。副資材の長期保管方法や在庫管理のあり

方などを見直すきっかけにしてください。また今でも勘違いや思い込みに

よる不良で多くのエネルギーや材料が無駄に使われています。これは環境

面のみならず会社の決算にも大きく影響することですから、さらなる改善

をお願いします。

　来期は評価方法や目標をゼロベースで見直した上で、活動を行います。

会社としては工場の一部ＬＥＤ化などを進めたいと考えていますが、いず

れにせよ厳しい経営環境の中、高額な投資は難しい状況です。できること

をこつこつと積み上げていくような活動を継続ください。

特定施設設置届出

ターレットパンチプレス等

各種プレス、コンプレッサー

消防法 消防の設備等 火災報知器・消火器

振動規制法 特定施設設置届出

ターレットパンチプレス等

各種プレス

騒音規制法

使用済小型電子機器等の再資源化の促進

に関する法律

事業者責務 小型家電製品の廃棄時都度

地球温暖化対策の推進に関する法律 事業者責務 電力・化石燃料の使用量

国等による環境物品等の調達の推進等に

関する法律

事業者責務 特定環境物品の購入

特定家庭用機器再商品化法 事業者責務 家電製品の廃棄時都度

法令の要求事項 規制対象設備及び項目 

自動車から排出される窒素酸化物及び粒

子状物質の特定地域における総量の削減

に関する特別措置法

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

関連法規

対策地域内での使用

及び所有の制限

排出規制、廃棄物低減施策、

協力等

トラック・バン等の社用車 

事業者責務

－ １３ －



次年度環境目標

－ １４ －

　代表者による全体の評価と見直しを受け、次年度（平成26年度）の目標を再

設定しました。平成25年度に採用した売上原単位による評価は、実態をうまく

表すことができず、かつ直感的にわかりにくいことから、次年度は再び絶対量で

の評価に戻し、目標値は過去のトレンドから「難しいが頑張れば達成できる」レ

ベルに設定しました。次年度こそ、全ての項目で目標達成を目指します！

　代表者による全体の評価と見直しを受け、次年度（平成26年度）の目標を再

設定しました。平成25年度に採用した売上原単位による評価は、実態をうまく

表すことができず、かつ直感的にわかりにくいことから、次年度は再び絶対量で

の評価に戻し、目標値は過去のトレンドから「難しいが頑張れば達成できる」レ

ベルに設定しました。次年度こそ、全ての項目で目標達成を目指します！

※上記、CO2排出係数等は、前年までの計算に合わせています。

　㈱坂口製作所は、これからも「環境にやさしいものづくり」

企業を目指し、環境活動を推進していきます。

目標

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

794,875 748,544 741,441 734,000 99.0

ｶﾞｿﾘﾝ（L) 18,204 14,979 11,470 9,700 84.6

軽油（L) 1,728 3,171 2,800 88.3

灯油（L) 22,898 21,522 23,201 21,000 90.5

429,785.9 426,415.6 412,499 96.7

段ﾎﾞｰﾙ(kg) 3,185 2,740 4,450 2,600 58.4

可燃ごみ(kg) 2,944 3,774 3,016 2,800 92.8

混合廃棄物(kg) 2,369 1,880 1,590 1,450 91.2

廃ﾌﾟﾗ(kg) 2,138 2,220 1,484 1,400 94.3

39 31 30 29 96.7

1,073 977 953 940 98.6

47.3 52.6 58.3 55以上 —

1836 1640 2019 1,550 76.8

303 431 385 347 90.0

前年比

削減率

電力(kwh）

化学物質(kg)

一般廃棄物

産業廃棄物

金属ｽｸﾗｯﾌﾟ(m

3

)

水道水(m

3

)

ｸﾞﾘｰﾝ購入比率(%)

梱包資材(kg)

化石燃料

二酸化炭素排出量(kg-CO
2
)

管理項目

絶対量






